
 

 

縦と横の長さが異なる長方形の紙 ABCDを，頂点 Dが頂点 Bと重
なるように折った。頂点 Cが移った点を E，折り目の線分を FGと
する。右の図は，折る前の図形と折った後の図形を表したものであ
る。 
 
線分 FGを右の図に作図しなさい。ただし，作図に使った線は消さ
ないこと。 
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